
い
か
な
い
と
、
お
客
は
つ
い
て
こ
な
い
。

※
当
日
は
、
町
長
自
ら
道
の
駅
施
設
を

案
内
さ
れ
、
商
品
等
の
説
明
を
い
た
だ

い
た
。
残
念
な
が
ら
、
町
長
自
慢
の
無

臭
・
優
良
の
有
機
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

を
見
学
す
る
時
間
が
無
か
っ
た
。

◎
栃
木
県
　
日
光
市

　

平
成
18
年
3
月
、
5
市
町
村
が
合
併

し
て
、
新
日
光
市
が
誕
生
し
た
。
人
口

９
万
３
０
０
０
人
、
１
４
５
０
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
森
林
が
90
％
。
平
成
11
年

に
は
日
光
東
照
宮
が
世
界
遺
産
登
録
を

受
け
る
。

・
農
業
は
、
旧
今
市
市
が
中
心
。
農
地
・

水
対
策
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
集

落
営
農
組
織
の
育
成
を
中
心
に
進
め
て

い
る
。
現
在
、
高
冷
地
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

栽
培
、
通
年
で
の
イ
チ
ゴ
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。
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請
願
・
陳
情

審
査
・
意
見
書

道の駅もてぎの外観

管
外
視
察
報
告

◎
栃
木
県
　
茂
木
町

　

茂
木
町
は
栃
木
県
の
南
東
に
位
置

し
、
人
口
１
万
５
５
０
０
人
、
面
積

１
７
３
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
町
。
町

の
ほ
ぼ
全
域
が
中
山
間
地
の
指
定
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
、
過
疎
指
定
も
受
け

て
い
る
。

・
農
水
省
の
中
山
間
地
直
接
支
払
い
事

業
は
、
１
０
８
集
落
中
86
集
落
が
取
り

組
ん
で
い
る
。
個
人
支
払
い
を
町
で
１

割
と
決
め
、
８
割
は
共
同
利
用
と
し
、

残
り
１
割
は
協
議
会
へ
の
負
担
と
し
て

い
る
。
事
務
が
大
変
な
地
区
に
つ
い
て

は
町
で
面
倒
を
み
て
い
る
。
農
地
・
水

対
策
も
７
集
落
で
取
り
組
み
中
。

・
茂
木
町
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
は
、

集
落
ご
と
に
特
産
品
づ
く
り
、
む
ら
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と
。

　

都
市
農
村
交
流
、
オ
ー
ナ
ー
制
等
集

落
ご
と
に
地
域
の
資
源
を
発
掘
し
村
づ

く
り
を
進
め
る
。
行
政
で
働
き
か
け
、

危
機
意
識
を
持
た
せ
る
。
女
性
を
最
初

か
ら
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
る
こ
と
。
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
成
り
立
た
な
け
れ
ば
長
続
き

し
な
い
。

・「
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
」
は
ホ
ン
ダ
の

子
会
社
。
町
の
誘
致
企
業
６
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
。イ
ン
デ
ィ
ー
レ
ー
ス
等
を
開
催
。

大
勢
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
る
。
町
の
固

定
資
産
税
の
半
分
を
占
め
る
。

・
道
の
駅
も
て
ぎ
は
、
町
が
建
設
し
た
地

域
活
性
化
施
設
。
年
間
６
億
円
を
売
り

上
げ
、
内
野
菜
が
２
億
円
。
と
ち
お
と

め
の
ア
イ
ス
で
８
０
０
０
万
円
を
売
り

上
げ
る
。
年
間
１
０
０
万
人
が
訪
れ
る
。

集
客
す
る
に
は
、
と
に
か
く
イ
ベ
ン
ト
を

打
つ
こ
と
。
２
週
間
に
１
度
は
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
５
年
間
で

１
億
円
を
再
投
資
。
常
に
新
し
く
し
て

・
新
市
と
し
て
地
産
地
消
、
食
育
を
推

進
し
て
い
る
。
圃
場
整
備
率
は
ま
だ

30
％
、
地
籍
調
査
も
実
施
し
て
い
る
。

２
種
兼
業
が
多
い
。
最
近
は
イ
ノ
シ
シ

被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。

・
農
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
全
て
地
産

地
消
の
く
く
り
で
進
め
て
い
る
。

　

学
校
給
食
に
お
け
る
地
域
農
産
物
の

活
用
目
標
を
定
め
、
の
ぼ
り
旗
設
置
や

ル
ー
ト
の
開
拓
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
た

め
、
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
コ
シ
ヒ
カ
リ

丼
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

※
計
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
取
り
組
み

を
始
め
た
と
こ
ろ
。
成
果
に
つ
い
て
は
今

後
。
食
育
の
推
進
に
は
学
校
の
栄
養
士

の
協
力
が
不
可
欠
。
学
校
応
援
隊
を
作

り
全
校
対
象
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ごみ減量講習会の様子

 
ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み

坂原シモ議員

◇
ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

【
質
問
】
平
成
23
年
度
を
目
標
に
18
年

度
対
比
20
％
の
削
減
を
目
ざ
し
て
い
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

【
答
弁
】
20
・
21
年
度
に
１
１
５
集
落

で
ご
み
減
量
講
習
会
を
行
っ
て
き
た
。

数
値
と
し
て
は
効
果
は
見
ら
れ
な
い
が
、

今
後
の
予
定
と
し
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
る
ご
み
の
抽
出
に
よ
る
組
成
調

査
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
示
し

な
が
ら
減
量
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
地

区
指
定
に
よ
る
分
別
資
源
化
の
重
点
指

導
を
行
い
た
い
。
ご
み
推
進
月
間
を
実

施
し
た
り
、
休
日
の
資
源
回
収
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◇
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
】
飯
山
市
に
お
け
る
特
養
へ
の

入
所
待
機
者
は
何
人
ぐ
ら
い
か
。
ま
た
、

在
宅
介
護
家
庭
で
の
緊
急
時
に
即
受
け

入
れ
可
能
な
ベ
ッ
ド
は
常
に
確
保
さ
れ

て
い
る
の
か
。
高
齢
者
へ
の
虐
待
が
増

加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
市
内
の
実

情
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
市
内
の
特
養
へ
の
入
所
待
機

者
は
35
人
で
あ
る
。
緊
急
時
の
ベ
ッ
ド

は
常
時
確
保
し
て
お
く
こ
と
は
財
政
的

に
も
困
難
で
あ
る
。
虐
待
や
介
護
者
の

急
病
な
ど
の
緊
急
時
に
は
定
員
を
超
し

て
受
け
入
れ
て
い
る
。
虐
待
に
つ
い
て
は

昨
年
５
人
、
今
年
４
人
の
相
談
を
受
け

て
い
る
。
主
に
虐
待
を
受
け
る
人
は
認

知
症
の
人
が
多
く
、
虐
待
を
す
る
人
は

息
子
、
お
嫁
さ
ん
、
夫
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
考
え

て
い
き
た
い
。
集
落
サ
ロ
ン
は
48
集
落
で

実
施
し
、
好
評
で
あ
る
の
で
多
く
の
集

落
へ
広
げ
る
よ
う
に
お
願
い
を
し
て
い

き
た
い
。

  

産
業
振
興
対
策

　
　
　  

特
別
委
員
会

 

　
　
　
委
員
長
　
大
野
　
峰
太
郎

　
　  

平
成
21
年
10
月
1
日
～
２
日

 

　
　
栃
木
県   

茂
木
町
・
日
光
市

日光市役所にて

町長に道の駅を案内していただく

◇
請
願
第
３
号

Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
推
進
路
線
の
見
直

し
を
求
め
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
反
対
す
る

請
願　
　
　
　
　
　
　
《
採　
択
》

　
　

請
願
者　

飯
水
岳
北
農
民
組
合

　
　

   　
　
　
　
　

出
澤　

尤
治
郎

　
　

紹
介
議
員　
　

高
橋　

正
治

◇
陳
情
第
13
号　

現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充
と
保

育
・
学
童
保
育
・
子
育
て
支
援
予
算

の
大
幅
増
額
を
求
め
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情　
　
　
《
趣
旨
採
択
》

　
　

陳
情
者　

新
日
本
婦
人
の
会

　
　

飯
山
支
部
代
表　

渡
辺　

好
子

◇
陳
情
第
14
号

核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
求
め

る
陳
情　
　
　
　
　
　
《
採　
択
》

　
　

陳
情
者

　
　

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

　
　

長
野
県
連
合
会
会
長  

近
藤  

光

　
　

連
合
長
野
北
信
地
域
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

議
長　

  

小
林  

学

◇
意
見
書
第
10
号　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
制
度
の

交
付
期
間
延
長
等
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
可　
決
》

◇
意
見
書
第
11
号

農
家
経
営
安
定
対
策
並
び
に
水
田
農

業
政
策
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
可　
決
》

長
野
県
特
別
豪
雪
地
帯

指
定
市
町
村
議
会
協
議
会

◇
意
見
書
第
12
号

核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
求
め

る
意
見
書　
　
　
　
　
　
《
可　
決
》

◇
意
見
書
第
13
号

Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
推
進
路
線
の
見
直

し
を
求
め
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
反
対
す
る

意
見
書　
　
　
　
　
　
　
《
可　
決
》

※
意
見
書
４
件
に
つ
い
て
は
、
関
係

　

機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
１
月
26
日
、
長
野
県
特

別
豪
雪
地
帯
指
定
市
町
村
議
会
協
議

会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
飯
山
市
が
会
長
を

務
め
て
い
ま
す
。


